
知っていますか？ 横断歩道“SOS”の日

昨
年
度
か
ら
、
全
国
で
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
事
故

や
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
、
交
通
安
全
教
室
、
防
犯
教
室
な
ど
、
小
中
学
校
で

も
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

は
、
ご
家
庭
で
の
指
導
と
、
地
域
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
人
も
含
め
て
、
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
自
身
が
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
頃
の
意
識
や
心

が
け
が
重
要
で
す
。

三
重
県
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
中
の
県
内
の
交

通
死
亡
事
故
件
数
の
う
ち
、
事
故
死
者
数
に
占
め

る
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
割
合
が
６
割
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
割
合
が
毎
年
５
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
事
故
が
起
き
た
場
合
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
で
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、

６
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

度
会
町
で
は
、
小
中
学
校
の
保
護
者
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
各
地
区
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
伊
勢
警

察
署
員
や
伊
勢
建
設
事
務
所
職
員
な
ど
、
専
門
家

を
招
い
て
現
地
を
確
認
し
、
防
犯
上
・
交
通
安
全

上
の
改
善
策
や
児
童
生
徒
へ
の
指
導
方
法
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
保
護
者
か
ら
、「
横
断

歩
道
で
車
が
停
ま
っ
て
く
れ
な
い
」
こ
と
を
心
配

す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
全
国
調
査
「
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
の
歩
行
者
横
断
時
に
お
け
る
車
の
一

時
停
止
状
況
」
で
、
三
重
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
３

位
で
し
た
。

そ
こ
で
、
三
重
県
警
察
で
は
、
歩
行
者
保
護
意

識
の
浸
透
を
図
り
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
毎
月
１１
日
を
、
新
た

に
横
断
歩
道
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
日
に
設
定
し
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
に
は
、「
横
断
歩
道
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
危
機
感
を
伝
え
る
狙
い
の

ほ
か
に
、「
Ｓ
さ
わ
や
か
な
・
О
横
断
で
・
Ｓ
ス
マ

イ
ル
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
道
路
交
通
法
第
38
条

に
お
い
て
、
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
は
、
歩
行

者
優
先
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
歩
行
者
の
横

断
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
道
路
交
通
法
違
反
と
な
り

ま
す
。
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、
横
断
歩
道
の
手
前

で
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
横
断
後

は
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
の
横
断
に
は
横
断

歩
道
を
利
用
し
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
登
下
校
時
に
横
断
補
助
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル

員
（
教
育
支
援
員
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
車
の
ス
ピ

ー
ド
が
速
く
、
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
お

聞
き
し
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
際
は
、
自
分
の

行
動
を
い
ま
一
度
見
直
し
、
心
と
時
間
に
ゆ
と
り

を
持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

少
子
化
に
伴
い
、
同
じ
地
区
や
同
じ
方
向
に
同

級
生
が
い
な
い
児
童
生
徒
も
多
く
、
自
転
車
通
学

生
徒
や
徒
歩
通
学
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
通
学
者

の
バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま
で
の
道
を
含
め
る
と
、
一

人
で
登
下
校
す
る
区
間
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
、
な
が
ら

見
守
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
が
ら
見
守
り
と
は
、
店
番
や

配
達
な
ど
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

犬
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
趣
味
の

時
間
を
楽
し
み
な
が
ら
、

地
域
の
安
全
を
見
守
る

活
動
で
、
警
察
か
ら
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
で
す
。
一
人
で
行
動
す
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
、
地
域
で
「
見
守
り
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

し
ど
う

令
和
元
年
度
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あなたが主役！ 交通安全

地域の目で 「ながら見守り」 をお願いします



指
導
員
部
会
を
中
心
に
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

下
校
時
刻
に
不
審
者
が
い
な
い
か

の
見
守
り
、
荒
天
の
後
の
通
学
路
の
点

検
の
ほ
か
、
夏
休
み
に
は
、
危
険
な
遊

び
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
な

い
か
、
保
護
者
の
ご
協
力
も
得
て
、
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
い
ま
し
た
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
「
防
犯
」
の
面
で
は
、
犯
罪
者
が

隠
れ
や
す
い
場
所
が
な
い
か
、「
防
災
」

の
面
で
は
、
大
地
震
を
想
定
し
た
と
き

に
危
険
な
建
物
が
な
い
か
な
ど
、
自
宅

や
地
域
の
チ
ェ
ッ
ク
等
、
皆
様
の
ご
協

力
も
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
１８
日
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み

の
弁
護
士

住
田
裕
子
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
、
文
化
人
権
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

検
事
時
代
の
経
験
か
ら
、「
誰
で
も
良

か
っ
た
」
と
供
述
す
る
犯
罪
者
に
は
、

「
相
手
の
痛
み
や
苦
し
み
を
理
解
す
る

『
共
感
性
の
低
さ
』
と
『
孤
立
』
が
潜
ん

で
い
る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
社
会
の
構
造
が
変
わ
り
、
地

域
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
『
近
く

の
力
』
が
弱
ま
っ
て
い
る
が
、
人
間
は
本

来
、
孤
立
を
嫌
う
も
の
。
い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
出
か
け
、
様
々
な
人
と
つ
な
が
り
、

社
会
の
中
で
、
自
身
の
『
や
り
が
い
』
や

『
価
値
』
を
見
つ
け
、
た
く
さ
ん
の
居
場

所
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ
る
と
、

来
場
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
聞
き
入

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

三
重
県
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
校
や
通
学
路
等
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
見
守
り
活

動
等
を
行
う
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

度
会
町
で
は
「
パ
ト
ロ
ー
ル
員
（
教
育

支
援
員
）
」
と
し
て
、
現
在
１０
名
が
、
長

原
、
牧
戸
、
棚
橋
の
通
学
路
で
横
断
補
助

の
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月
17
日
（
金
）

ま
で
に
、
度
会
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

文化人権講演会～

スクールガード養成講習会が開催されます

5 月・9 日、21 日、31 日

6 月・12 日

7 月・18 日、31 日

８月・16日、22 日、23 日

9 月・30 日

10 月・7 日、28 日、30 日

※10 月末現在、

□は保護者との夜間パトロール

今年度は、県教育委員会の「学校安全総合支援事業」の取組を度会町で行っており、その一環として、

防犯教室の出前授業や、県の安全アドバイザーによる登下校の見守りなどを実施してもらっています。

その活動の中で、アドバイザーから、「度会町の子どもたちはホイッスル等の携帯率が低い」「せっかく

持っているのに、鞄の中にしまっている子もいるかもしれない」との指摘がありました。

学校からもお知らせしていますが、登下校時だけでなく、外出の際にも、『防犯ホイッスル』や

『防犯ブザー』を携帯させ、いざという時、すぐに使用できるように、ご家庭での指導もお願いします。

「防犯ホイッスル」や「防犯ブザー」を携帯しましょう

青
パ
ト
活
動
中

日時令和 2 年 2 月 20 日

  10：00～11：50

会場三重県伊勢庁舎 401 会議室

（伊勢市勢田町 628-2）

講義登下校時の見守り活動における

安全対策について

講師三重県警察本部 生活安全部

生活安全企画課

申込度会町教育委員会へ電話申込

☎ 0596-62-2422


